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Fしゃべる」復刊第3号

原稿募集のお知　らせ

波瀾に満ちた19‘9年が終り、歴史の区南点となるべく70年を迎えようとしてのますが、

もろもろの運動が・恩顧一つのサ㌫夕空を廻妨終え売却亙6時からこの69年であったよ

うな感があります。そのような状況の串で、労働キャンプ運動もそれと共に変りつつあることは

否定できないと思いますo

交流〈む古び）の家が、‘0年代前半から始まり後半へかけて受け継がれてきたことは、偶然

性だけでは片すげられない問題を多く含んでいることでしょう。60年を契機にして、労働キャン

プ運動出石0年代の思想を先取りし、それは、「ワークキャンプ」によって発酵しつづげ、実体

化したものとして「交流の家」を見るのは我田引水でしょうが。私たちがさまざまな運動に対し

て藷抗し得ろ唯一の集団論は、「べ平連」から「全共斗」とlハった形“亀、80年代後学に大きく

日本を揺るがす方向で現われてきたであるらし、交流の家の思想は、同じく学園占拠という形で

全国的に生み出されたとはいえ、それらのものほ対してなあも、労働キャンプという運動形態に

固執し得る私達の思想的根級膿何なのか、ということが現在私達に問われてし、るのではないでし

暮らか。

彼らが角材を握っていた時、私達はシャベルを持っていたということは、案外「理屈なんかあ

らへん、ただ隷もろし、からや」という実感的なものかも知れませんが、つい先日ま∵で、キャンプ

キャンプと去って状況運動と労働キャンプ運動の位置づけなど考えもしなかった連中が、今日の

ようを政治的季節に売ると急に「アン求、アンポ」と云いたして、キャンプ集団の意味を問うこ

となしに、出かけていこうとする事柄は、やはり、いせ考えを為してみなければならない大切な

ことのように思われます。

新しく起ってきた遊動に対して、なおも対置でさるキャンプの思想とは何か、という問いは、

この‘0年代の私たちの運動の底流を再要検討深化すること哀しに生まれてこ重いだろうし、そ

9作業によって70年代の労働キャンプの方法と方向が擦れるのではないでしょうが。

このよう友視点から、労働キャンプという遊動形態の方法論を考えなあす必要を、程遠は感じ、

前回の「しゃべる」かちら年の後の現在、「しゃべる」復刊第5男の刊行を呼びかけた高と思い

ます。
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